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新子 泰子

明け方までの雨が上がり、玉立橋でバスを降りるとキリリと引き締った冷気になんとな

く奮い起つという感じ。

ス トレッチをして、しばらく野道を「春の七草」を探しもつて行く。冬枯れの出道はと

ころどころ雪がシャーベット状で残り、枝葉から落ちる水滴に雨かと錯覚させられたりす

るけれども、風もなく、登りの少ない行程はあたりをゆつくり楽しめる。

今月のプリントは「冬芽を見分ける」、クリの新芽が本当に栗の実

そつくりなのにはびつくり。

今日1番 目の巨樹は愛宕神社のケヤキ。

地面近くで分枝した幹が数本。

固まつてケヤキらしくない樹形だけれども、

空いっぱいに細かい枝がきれいに広がつて、

まさにケヤキ!

山部赤人の歌碑の横でちょつと休憩、

眺めがすばらしい。

そして次の巨樹は戒場神社のホオノキ。

片側が空になつている。幹周りが

こんなに太いのを見るのは初めて。

少 し離れて戒長寺のお葉つきイチヨウ (雌木)

乳根が下がり、これも初めて見るもの。

境内にはマンリョウに良く似た白実の低木があり、

お寺の方からカラタチバナ (百両)と 教わる。

それにしてもアリドオシを見ることは少ないですれ

葛神社で昼食、熱々の甘い紅茶が実においしい。

午後は陽がさして、室生湖を左に見ながら舗装路を歩く。

フエイチゴの群生や、ツルリンドウの透き通つた赤い実にフクフク.

ツチグリがこの時期までたくさん残つているのもおもしろい。日を開けたアケビそつくり

のジャケツイバラの実には皆でフイフイ。

弥動大磨崖仏のいいお顔をじっくり拝んで満足。

最後まで気持ちいい冬のハイキングでした。
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節 分 の 植 物

寺田正博

立春の前日の行事節分.豆をまいて鬼を払う。そして、ヒィラギにイワシの頭を挿した

り、豆殻や トベラを門口に飾る。豆まき以外は少なくなってきたが、行事の起源としては

豆まきよリヒイラギ飾りの方が古い。鬼は豆に 追われ、ヒイラギや トベラを恐れるとさ

れるが、その起源はどのへんで しょうか。

ヒイラギと魚の頭の組合せは実に古い。平安時代、紀貫之は元旦に都をしのび、「けふ

は都のみぞ思ひやらるる。小家 (こ村の問 (かめの端出之縄 にりく唸国の鯛 彼ょりの頭、柊ら、

いかにぞ。といひあへなる」と『土佐日記』 (935)に 書いている。端出之縄はじめ縄

なよしはイナ (ポラ)である。これは節分ではなく正月の風習としてヒイラギと魚の頭が

用いられていたようである。

平安時代、宮中を中心として大晦日に行なわれた行事に追健の儀式があうた。方相氏と

いう役が四つ眼の仮面をつけ、鬼を払い、新年を迎えた。これは中国から伝わった行事で

中国では新年に山から鬼が降りてくると考えられ、それを追い払う儀式が、大晦日に行な

われた。六世紀の『荊楚歳時記』には正月に「まず庭前に爆竹し、以て山そうの悪鬼をさ

く」と書かれている。山に住む悪鬼は爆竹が苦手だったらしい。

ヒイラギを飾るのは、葉の鋸歯で家をのぞきにきた鬼の眼を実くためとされる。しかし

神々の里である伊勢や出雲では鋸歯のない トベラを同様に使う。鋸歯のない トベラを同様

に使うのは、その臭気を鬼が嫌うからといわれている。ヒイラギと トベラの共通点は常緑

の生葉を火にくべると両者ともバチバチと音を立てて、はじけながら燃える。

ヒイラギの威力が刺と音であるが、セットで使用されるイワシの頭の意味は ?、 トベラ

を使う地方ではィヮシの頭の代わりに人の髪の毛を焦がした。髪は焦げるといやな臭いが

たつ。イヮシとは異臭で共通するようである。

和歌山県有田郡では節分の日、イワシの頭とダイコンの輸切りを竹串に刺して、道の辻

で焼き、イヮシの口に唾をはきかけて
'は

「四七難の虫の回焼く年越し」と大声で叫んだ

という。虫の口焼きとは、害虫の口を焼いて、農作物の被害が出ないようにするお呪も`で

ある。農薬のなかった時代、害虫を退治するのに煙でいぶしたり、悪臭を用いた。それら

に十分な効果があったとおもえず・ 呪術的な要素が大きかったとおもわれる。害虫を人に

有害な邪鬼とみれば、それを追い払うために煙や悪臭をもつものを飾るのは、納得がいく

畑作物の収穫の豊凶を占うために豆を炒って、その焦げ具合を見たとも`う。これも農作

業を開始するための一つの儀礼であり、節分にダイズが用いられる原点の一つとみられる。
このように節分の種々の行事は、中国伝来の追健や俗信と、伝統的な日本の農耕儀式が

混合して成立したと見ることが出来る。

行事、いわれには地域等、により諸説があ。

奈良では神社、寺院に於いて種々の行事が行なわれる。

春日大社一万灯籠  興福寺一鬼追い式  法隆寺一追健会 吉野金峰山寺一鬼火 等
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